
昭和29年4月1日、藤岡町と神流村、小野村、美土里村、美九
里村の１町４村が合併して藤岡市が誕生。藤武橋・緑埜橋・
国道17号バイパスの開通、消防署や病院の開設など、インフ
ラ整備が着々と進められた時代でした。
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1954‒1970
昭和29年～45年

藤岡町役場庁舎  S29年（1954）

藤岡まつり商店街大売出しパレード  
S31年（1956）

諏訪神社宮神輿  S33年（1958）

乗客でにぎわう群馬藤岡駅  S32年（1957）

七夕まつり S33年（1958）

19581958

藤武橋開通  S34年（1959）

19591960

1954

藤岡祭をもり立てた婦人会の民謡おどり  S42年（1967）

1967

藤岡市役所新庁舎完成  S42年（1967）

1967

市民プール開場  S39年（1964）

1964

1957

藤岡第一小が全国優勝  
S45年（1970）

第5回自転車の安全な
乗り方コンテスト全国
大会で、群馬県代表と
して参加した藤岡第一
小学校が団体優勝しま
した。

1970

瓦作りに最適な粘土が採れることから、瓦の産地として栄えました。
いぶし銀の独特な表情を持つ藤岡瓦は、達磨窯で作られました。

達
だる

磨
ま

窯  S35年（1960）

1956

S29年
（1954）

4月 藤岡市制施行（藤岡町・神流
村・小野村・美土里村・美九里
村合併）人口33,879人

藤岡市消防組発足

5月 初代市長に福島元助氏就任

S30年
（1955）

3月 平井村・日野村編入合併、人口
43,475人

公選第１回市議会議員選挙

7月 多野藤岡医療事務市町村組合
設立

S32年
（1957）

6月 「藤岡町史」を発刊

10月 藤岡市消防団常備消防部発足

S34年
（1959）

4月 藤武橋開通

S35年
（1960）

5月 緑埜橋開通

S36年
（1961）

2月 北藤岡駅開業

4月 多野藤岡伝染病隔離病舎（現
公立藤岡総合病院）開設

S37年
（1962）

5月 第２代市長に荻原俊氏就任

6月 藤岡・新町・吉井・鬼石環境衛
生組合設立

8月 水宮神社大ケヤキを県天然記
念物に指定

S38年
（1963）

2月 藤岡市・新町ガス企業団設立

7月 ごみ収集を無償化

S39年
（1964）

4月 し尿処理場操業開始

8月 市民プール開場

12月 消防署、救急業務開始

S40年
（1965）

3月 藤岡市と新町を結ぶ産業道路 
開通

12月 国道17号バイパス開通

S41年
（1966）

5月 三本木清掃工場稼働

S42年
（1967）

10月 市役所新庁舎完成、新庁舎へ
移転、市役所業務新庁舎にて
開始

12月 市立図書館開館

S43年
（1968）

3月 岡之郷・立石新田簡易水道 
完成

S44年
（1969）

6月 交通指導員制度創設　指導員
35人任命

S45年
（1970）

5月 第３代市長に神田岸生氏就任

8月 第５回自転車の安全な乗り方コ
ンテスト全国大会で藤岡第一小
学校が優勝

年号（西暦） 主な出来事
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